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受験勉強は最後の追い込みになります。冬期

講習や演習で塾は混み合います。自習は席がなく

なることがありますので、必ず予約してください。ま

た、自宅での学習も充実させましょう。

年末年始のお休みは12/31(日)
～1/3(水)です。年始の授業は1月
4日(木)からです。授業日時の変
更は至急お知らせください。

寒い日が続きます。空気も乾燥していて、インフルエンザが流行り始めて

います。手洗い、うがいをしっかりとして、栄養のある食事で体調も整えま

しょう。 個個港学舎 舎長 八木貴子

ゴッホ◆少年時代にゴッホの絵画に出会い感動した彼は、「大きく

なったらお前は何になりたいか」の問いに「ゴッホになる」と答えまし

た。「ゴッホ」とは「個人名」ではなく「絵描き」という職業のことだと思っ

ていたという説があります。

「む」棟方志功(むなかたしこう)は20
世紀の美術を代表する世界的な巨匠、

日本の板画家です。豪雪地帯出身の

ため、囲炉裏の煤で目を傷め、極度

の近視となりました。眼鏡が板に付く

ほどに顔を近づけ、軍艦マーチを口

ずさみながら板面を彫っていました。

アブラナ科の1年草で、古くから日本に

ある野菜の一つです。「春の七草」の

「すずしろ」は大根のことです。沢山の種

類があり、大きさ、形、色も様々です。ス

プラウトは「カイワレ大根」として知られて

います。

豚肉の旨味がしみ込んだ大根が美味です。煮詰

める時に焦げ付かないように注意してください。

「大根と豚バラ肉の煮物」

にサラダ油を熱し、②を炒め、色

が変わったら①③も入れ炒め合

わせる。⑤出し汁(3カップ)、しょ

うゆ(大3)、みりん(大2)を入れ、

落し蓋をして、弱めの中火で煮

汁がほとんどなくなるまで煮る。

板画◆彼は「版画」ではなく「板画」と

言う文字を使いました。彼曰く「板画とい

うものは板の生まれた性質を大事にあ

つかわなければならない。木の魂という

ものをじかに生み出さなければダメだと

思いましてね。他の人達の版画とは別

な性質から生まれていかなければいけ

ない。板の声を聞くというのが、板という

字を使うことにしたわけなんです。」

味わう空間に優れた

芸術文化の息吹を盛

り込み、後世に伝えた

いという創業者の想

ていたという説があります。

12月5日八木家ﾒﾆｭｰ

「もともといま普遍的に使われている

「版」は「板」を半分にした字なんですね。

ですから、半分にするよりも、全部の意

味を持たせた方が良いと、この板の字を

使っているんですよ。」 素材に正面か

ら向き合う情熱を感じます。

勝烈庵◆横浜のトンカツ屋「勝烈庵」の

先々代の当主が彼の作品に感銘を受け、

交流を深め、多くの作品を依頼しました。

棟方も、度々カツレツを食べに来たこと

から、横浜にちなんだ作品もたくさんあり

ます。これは「食」の文化と共に、それを

①大根(2/3本)は厚めに皮をむき、厚さ2,3㎝のい

ちょう切り。②豚バラ肉薄切り(200ｇ)は3㎝幅に切る。

③ニンジン(2/3本)は5㎜幅に切る。④フライパン

12月19日(火) ～ 12月25日(月)

今年もクリスマスプレゼントの抽選会を

開催します。この券を切り取り、

期間内に持ってきてください。

いからです。勝烈庵で

トンカツを食べたくなり

ますね。
勝烈庵ホームぺージお名前


